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【最新の高脂血症治療とエビデンス】
高脂血症治療と大動脈・末梢動脈硬化

竹原有史, 長谷部直幸, 菊池健次郎
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高脂巾斥と頚動脈硬化

頚動脈は頭蓋外の脳潅流血管であり，その

動脈硬化の有無，程度の評価は虚血’性脳卒中

の予知に有用であることが示されている．ま

た，頚動脈超音波法により評価される頚動脈

の内膜中膜複合体厚（IMT）は，脳動脈硬

化のみならず冠動脈硬化，大動脈硬化，末梢

動脈硬化の程度と相関することが知られてい
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脈硬化危険因子の種類と数の重積度により多

彩な病態をとりうる．近年，我が国における

動脈硬化性疾患の発症は，生活習'慣の欧米化

の進展に伴う内臓肥満を基本病態とし，これ

に高血圧，高中'性脂肪血症と低ＨＤＬコレス

テロール血症，高血糖のうち２項目が加わっ

たメタボリックシンドローム')を基盤として

いることが多い．本稿では，動脈硬化性疾患

のうち脳および冠動脈疾患を除く，大動脈お

よび末梢動脈硬化性疾患と脂質代謝異常およ

び高脂血症治療との関連について述べる．
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動脈硬化の最も主要な病型は粥状硬化で，

それは内膜肥厚，プラーク，アテローム形成，

局所血栓形成と内弾性板の断裂・プラーク破

綻，石灰化などにより構成される．このよう

な慢性動脈硬化病変は，大動脈のみならず脳

動脈，頚動脈，冠動脈，腎動脈，腸骨動脈や

下肢動脈などに生じ，それぞれ大動脈癌，脳

梗塞，冠動脈疾患，腎動脈狭窄，下肢閉塞性

動脈硬化症の発症に寄与し，生命予後や

QOLに重大な影響を及ぼす．この動脈硬化

症の発生は同時多発的というよりむしろ，

個々の患者が有する高脂血症，高血圧，糖尿

病，肥満（内臓)，喫煙，運動不足などの動
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要旨

高脂血症と末梢動脈硬化には密接な関連があり，特に頚動脈硬化，閉塞'性動脈硬化

症，大動脈硬化は脳血管障害，下肢血流障害，大動脈癌や末梢動脈塞栓といった関連

臓器の障害のみならず，心・脳血管障害の発症予測因子としても重要な位置を占めて

いる．その中で，高中性脂肪血症，低ＨＤＬコレステロール血症ならびにＬｐ(a）の

高値を中心としたメタボリックシンドロームの病態がその発症と進展に重要な危険因

子であり，さらには心事故発症の予防にはガイドラインに従った総コレステロール，

LDLコレステロールをターゲットとした厳格な脂質低下療法が望まれる．
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